
中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送の進捗状況

データでみる福島再生

概要

•安全を第一に除去土壌等の輸送を行っています。
•2015年3月より除去土壌等の中間貯蔵施設への輸送を開始しました。
•除去土壌等の仮置場からの中間貯蔵施設への輸送は10tダンプトラックを基本に
実施しています。
•輸送対象物の全数管理、輸送車両の運行管理、環境モニタリング等を行い、安
全かつ確実な輸送を実施しています。

輸送車両の走行状況 中間貯蔵施設からゲートを通って
退域する輸送車両

2021年（令和３年）６月７日



累積の輸送対象物量 累積搬出済量 累積進捗率

約1,400万㎥ 約1,091万㎥ 約78.0％

・2021年５月末時点で、累積約1,091万㎥ （全体の約78.0％）の除去土壌等を
中間貯蔵施設へ輸送しました。

除去土壌等の輸送の進捗状況



※ フレキシブルコンテナ等1袋の体積を1㎥と換算しています。
※ 輸送対象物量約1,400万㎥は、中間貯蔵施設への搬入済量（国直轄除染市町村：2019年8月末時点、市町
村除染市町村：2019年６月末時点、両者混在市町村（南相馬市、川内村、田村市、川俣町）：2019年８月末時
点）及び輸送待機量（焼却前の可燃物を含む仮置場等で保管している量（国直轄除染：2019年８月末時点、市
町村除染：2019年６月末時点）及び仮設焼却施設等で減容化し保管されている量（国直轄除染：2019年８月末
時点、市町村除染：2019年６月末時点））の合計量（2019年10月末集計）。
10万㏃/㎏超の廃棄物、その他現時点で定量的な推計が困難な帰還困難区域の除染等で発生した（発生する
ことが見込まれる）除去土壌等は含まれていません。
※ 累積搬出済量の合計値には、2020年3月末時点で搬出が完了している市町村の搬出量が含まれているた
め、記載されている市町村の累積搬出済量の合計とは数字が一致しません。

＜参考＞

2021年５月末時点の搬出実績

各市町村ごとの除去土壌等の輸送

今年度の搬出
可能量(㎥)

今年度の搬出
済量(㎥)

累積搬出済量
（㎥）

いわき市 23,000 3,390 198,975

南相馬市 6,000 13,181 970,172

富岡町 375,000 46,257 1,083,710

大熊町 130,000 6,423 582,916

双葉町 93,000 18,686 384,510

浪江町 250,000 30,717 1,095,360

葛尾村 63,000 23,742 433,497

飯舘村 395,000 30,471 888,594

福島市 320,000 46,607 843,510

郡山市 188,000 31,820 749,857

白河市 70,000 2,507 223,035

須賀川市 53,000 8,214 163,185

二本松市 101,000 13,082 360,478

伊達市 28,000 5,995 251,856

本宮市 46,000 3,364 184,856

川俣町 191,000 34,892 489,108

西郷村 203,000 42,672 531,179

泉崎村 1,000 0 44,848

2,536,000 362,020 ※ 10,914,352合計

搬出市町村

浜通り

中通り


